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　日本は GDP の二倍を越える巨額の債務を抱え
る中で人口減少・少子高齢化に直面し経済停滞が
予想される。また、君たちが住むところについて
も地方都市消滅、東京のブラックホール化など重
大な問題が指摘されている。企業は大企業・中小
企業を問わずグローバル化に生き残りをかけざる
をえない。
　スマホが普及しフェイスブックの月間アクティ
ブユーザが中国の人口を越え、また、2045年に
はロボットが人間の知能を越えると予測され、生
活は様変わりになるだろう。
　君たちは、どのような場所で生きていくことに
なるのか。喧騒の大都会なのか、豊かな自然の残
る地方の都市なのか。先進諸国をみると、優良企
業の多くは大都会ではなくて地方都市に立地して
いる。グーグル、フェイスブック、ツイッター、
アマゾン、マイクロソフト、GE、IBM、CNN、デュ
ポン、モンサント、ネスレ、ユニリーバ、コカコー
ラ、SAP、レゴ、フォルクスワーゲン、ベンツ、
BMW、あげるときりがない。君たちの生きてい
く場所は、海外なのか、先進国なのか、途上国な
のか。大都市なのか。美しい地域なのか。様々な
可能性がある。
　本稿では、君たちが将来を過ごすところについ
ていくつかの視点を提示してみたい。テーマは、

「地域創生が叫ばれる時代のキャリアデザインを

考える」としたい。その理由は、中央集権国家の
下で、東京に住むことが人生であるような価値観
が定着した今、本当の人間らしい生活を取り戻す
ために大都会での生活を見直す必要性を強く感じ
るからである。グローバルに生きる場合も同様で
ある。最後に、結論として、試論であるが、今の
時代の日本人が持つべき、回転ドアキャリアとギ
ビングバックキャリアを論じてみたい。

１、国とは何か、地域とは何か―まずは地域あり
き―

２、近代という時代―中央集権化の犠牲者として
の地域・日本人―

３、補完性の原理という欧米の伝統―地域分権は
グローバルスタンダード―

４、ライフスタイルの変革が求められる―過重な
労働時間からの解放―

５、QOL という考え方―日本人の生活文化の回
復―

６、QOC（コミュニティの質）とは何か―当事
者意識と地域社会―

７、大都会の原理と地域コミュニティの原理―地
域社会・地域経済の観察―

８、地域の規模―コミュニティ性と経済性の相克―
９、地域創生が叫ばれる時代のキャリアデザイン
―二つの選択肢、回転ドアキャリアとギビン

法政大学キャリアデザイン学部教授　小門　裕幸

キャリア研究とキャリアデザイン学について
考えること（その二）

「地域創生が叫ばれる時代のキャリアデザインを考える」
─ 二つの選択肢、回転ドアキャリアとギビングバックキャリアの提案 ─
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グバックキャリアの提案―

１、国とは何か、地域とは何か―まず
は地域ありき―

　君たちは巨大都市東京に住むことが良いと思っ
ているようだ。世界の人々は必ずしもそうではな
い。私が出会った欧米の若者は、結婚して、子供
を意識し始めるとカントリーサイドに居を移すこ
とを真剣に考え始める。あるアメリカの若者は東
海岸の有名大学をでてマンハッタンの投資銀行に
勤めていたが、結婚を機に西海岸の海にも近い丘
陵の地に移り住んだ。そこには緑の環境が用意さ
れ家には子供たちのための滑り台もブランコもあ
る。ドイツの若き学者のカップルに会ったときも
同じような話を聞いた。子供が生まれるのでカン
トリーサイドに移って育児休暇をとる。そこで子
供を育てたい。
　ドイツは人口 80百万人（日本 127百万人）の
国に 13,416の地方公共団体（郡所属市町村）を
抱える国である。（日本：平成の大合併で 1727に
半減）人口 100万を超える都市は例外中の例外。
ベルリン約 300万、ミュンヘン約 200万、ハンブ
ルグ、ケルンが 100万程度である。人口 50万も
あれば巨大都市である。10万程度の都市が多い。
しかもいずれの都市も近くに森があり公園があま
たある。基本的に緑の中で生活している。日本の
都市とは比較にならない。それでいてなお、田舎
の自然の豊かさを求めるのである。
　今年の一年生の授業で国とは何かについて質問
があった。国際化が起こりボーダレスの社会にな
りグローバル化が進む。FTA や EPA など国と
国との経済統合の動きが加速化している。1993
年には政治的統合も視野に入れた EU が誕生し、
2000年に通貨の一部統合を実施している。今ギ
リシャ問題で揺れてはいるが、統合の意志には揺
るぎがない。それは、彼らにとって地域をベース
に国が成り立っていることが常識であり、多種多
様な人々と交じり合い社会が複雑化する中では寛
容さという理念で結ばれるしかないと達観してい

るからではないか。国境という壁を越えて考えな
いと、人類に未来がないとまで考えているからで
あろう。EU という連合体を創ることとはそうい
うことである。そのような脈絡の中で私は、国と
いう存在自体が問われているということを指摘し
た。学生はそのことに敏感に反応して質問したの
だと思う。
　日本人は国のイメージが強すぎる。英語では領
土を意識して、country、land を使う。しかし、
その領土は不変のものではない。そして、自分た
ちのことを意味する国としてnationを使う。人々

（国民）のことである。国の経済を論じるとき、
今はGDP（国内総生産）を使うが、昔はGNP（gross 
national product）であった。Nation を強く意識
したのである。日本人がイメージする国、人種が
同じで文化伝統をみんなで共有する同質社会であ
るような国。そのような国は世界では極めて稀で
ある。欧米人は文化を共有でき秩序ある社会をつ
くり領土的に固まっているときは state という言
葉を使う。法的に政治体制を確定し自立性がある
単位は、邦（state）である。そして、日本人が
描く欧米の国々はほとんどの場合、それら邦の連
合体である。
　彼らの歴史を振り返れば、ローマ帝国もそうで
あったが、地域の独立性を認め、その連合体とし
てあった。まず地域ありきである。そもそも欧米
人が国という概念を明確に意識したのは 1648年
のウエストファリア条約以降である。国際法もこ
こからスタートする。そのときでも国は地域の連
合体という意識であったと考えていた方がよいの
であろう。中世は封建諸侯による統治が行われて
いたが、有力な都市は都市国家として独立を維持
していたところも多い。いずれにせよ、それぞれ
の地域単位で、そして国というレベルで、それぞ
れの秩序が形成されていた。日本でもかつてはそ
うではなかったか。
　欧米人は人々が有機的連帯を通じて秩序が形成
されている状態を共通善と呼ぶようである。善を
共有できる規模は地理的な人々の集まるところで
あり、文化風土を共有できる共同体であり、少し
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拡大して地域ということになる。歴史伝統を共有
するところ、災害的にも、運命共同体的なところ
ということかもしれない。
　私の時代はまだ出身地のことを強く意識してい
る。「おくに」はどこですかと初対面の人には尋
ねてしまう。また、標準語が称揚される中で、方
言にも敏感に反応したような気がする。強い違和
感をもったのである。現在、若い人たちの地域に
対する意識は薄弱である。その重要性についての
理解が浅いのではないか。国の意識が強すぎる。
　欧米人と日本人の国の意識の違いについて考え
るために、日本という国の特殊性に付言しておき
たい。万世一系という言葉がある。天皇家を頂点
として約二千年、その血筋がいまなお続いてお
り、彼らを中心に日本人という人々、日本という
国が存続しているというニュアンスのあることば
である。日本列島という大陸から隔離されたとこ
ろで、同一民族が暮らし、日本人というアイデン
ティティを共有してきたのである。極めて均質な
人々で極めて同質的な社会を形成していたのであ
る。親日的なアメリカのジャーナリスト、ジョン・
ダワーが日本人のことを unique among unique
と書いているが、事実日本は世界的には異質であ
る。
　政治学者丸山真男はドーバー海峡と対馬海峡の
相違を持ち出す。ドーバーは容易に渡れるが対馬
海峡はそうはいかないということである。日本は
世界の中で異例に外国の人々に侵されたことがな
い地域であった。外から文化は入ってくるが決し
て他国に国を奪われることはなかった。時の権力
者は、そのあたりを巧みに利用できる人々であっ
た。新しい知識や文化を持つ人々にすり寄り独占
し、うまく権力機構に利用してきた。そのような
歴史の捉え方ができる。もちろん、そこには独特
の文化が生まれ神風神話のようなものまで生み出
し天皇の神格化が起こった。人々の凝集性を高め
ることが容易な国であったともいえる。正解主義・
無謬主義・集団主義・合意主義・理論信仰が起き
やすい風土をつくった。いずれにせよ 21世紀初
頭の日本は中央政府を中心に均質的に動いている

社会になっているといってよい。
　ドイツもイギリスも新興国アメリカも国である
が、人々の地域への想いが強い。そのためか田舎
は豊かなたたずまいを残し、なお彼らの故郷であ
りその土地を懸命に守っている。オリンピックが
始まったころイギリスでは地域が代表であった。
イングランド代表もいたしスコットランド代表
もいたのである。また日本の銀行が留学制度を始
めたころ、イギリスのウエールズ地方の大学に派
遣された学生から、ここでは英語が使われていま
せんという書簡が 6か月後に届いたという笑い話
もあるくらいである。また東京 23区もある広大
な土地をナショナルトラストによりみんなで購入
し、地域の保持・保全を行ったりするようなこと
が起こる。買い取り資金が集まるのである。さら
にいうと、土地に対する所有意識も日本とは異な
ると考えていた方が良い。共有・公有財産として
認識され、市場メカニズムとは異なる扱いをする
ことについてコンセンサスがあるように思う。
　確かに資本主義がニューヨークのような大都会
をつくりあげた。しかし米国でも人々の心にある
のは地域共同体時代の生活である。スモールタウ
ンを懐かしみコーリング（天職）的なキャリア形
成意識が残る。
　国について議論を戻そう。既述の通り彼らの
国は地域の連合体である。地域が独立している
連合国家である（フランスは少し異なるが）。連
邦国家という。連邦の邦（state）は「くに」と
いう意味だ。法的に自治権が付与されている。分
権の意味するところは、自分たちのところの問
題は自分たちで解決できる、さらには自分たちで
解決しないといけないということだ。アメリカは
USA（United States of America）、イギリスは
United Kingdom and Great Britain であり、ド
イツはドイツ連邦共和国である。ベルリンもハン
ブルグもブレーメンも邦である。日本語でいう都
市国家である。アメリカの州（邦）はそれぞれ憲
法をもちそれぞれの民法・商法をもっている。ド
イツは州（邦）の中に州と同等の自治権をもつ
郡独立市と呼ばれるものがある。人口 10万程度
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で州（邦）と同等の権限が付与されている。人口
10万もあれば大都市だと彼らはいう。スイスは
数多くの市町村が邦であり、オーストリアの首都
ウィーンも邦である。彼らには自主自立の伝統が
あり人間が人間らしく生きる空間をつくることが
常に念頭にあるのではないか。彼らの歴史観は世
界が拡大し経済が発展し人々の同質性が希薄化す
る中で、資本主義や民主主義を否定はしないが、
決してベストとは思っていない。セカンドベスト
なのである。その分生活の基盤である地域をしっ
かりさせたいと考えているのではないかと思って
しまう。彼らは拡大する世界や経済に関心がない
わけではないが、生活基盤に対する認識は極めて
明快である。とりわけドイツ人においては、仕事・
家庭・地域の三本柱を守り、5時帰宅通勤 20分が
社会の通念として定着しているようだ。ドイツは
労働時間の短かさではオランダと一、二位を競う
国だ（1393時間 2012年 OECD）。失業率も低く
経済は堅調である。それは地域は自分たちの人生
を創るところという強い信念を持ち続け、それを
前提に地域にふさわしい経済システムを地域の発
意で合理的に立ち上げることができるからではな
かろうか。人々との健全な関係性をつくり、その
中で糧を得、幸せを見つけていく。キャリアをデ
ザインしているのである。
　キャリアデザインの三つの要素は自立・関係性・
幸福である。三つの要素を地域で完結させている。
地域コミュニティの中で人々の関係性の中で人は
自立し、そして、その関係性を発展させる中で、
バーリーンのいう積極的自由の発露として自己実
現の道を見出す。地域のほうが人間関係が豊かで
あり多層に形成されている。自己の気づきや自己
実現の環境は孤独な大都会よりもはるかに整って
いると言えるのではないか。

２、近代という時代―中央集権化の犠
牲者としての地域・日本人―

　日本人は近代という時代に突然巻き込まれた。
拙速に強引に中央集権を急がざるを得ず、それま

での豊かな文明を破棄するしかなかったのか（違
うオプションがあったのではとも思う）。そのよ
うな歴史を持つ。その時に、日本人が営々として
築き上げた分権的な地域づくり・くにづくりの仕
組みを壊して中央指令の統制的国家に変えた。大
革命を行ったのである。
　市井の歴史家渡辺京二が指摘するように、明治
維新以前と以後の時代の断絶を想起するとき、江
戸期の日本は紛れもなく一つの文明を築き上げて
いたといえる。江戸という大都市は世界に冠たる
サステイナブルで秩序ある美しいガーデンシティ
であった。パリやロンドンに比べると街は清潔で
治安がよく庶民は優しく親切で礼儀正しい。そし
て人生を楽しんでいるように見えた。イギリス人
をして、もし庶民で生まれ変わるのであれば日本
人がよいと言わしめた大文明国であったようだ。
そして、その時代の地方は、地域々々で人々が助
け合い効率的な相互扶助社会を創り上げていた。
それは、営々として築かれてきた家族の共同性や
地域の共同体システムであり、そして、地方の人々
は複雑な地形に工夫を凝らして見事な環境管理シ
ステムとでもいうべき生活インフラを完成させて
いる。地域々々に個性的な文化伝統が育まれたの
である。
　その江戸の美しい分権の文明は、明治政府が欧
米列強と対抗するために、中央指令型の集権国家
に拙速に強引に変換させられた。そして、それは
近代化・富国強兵・殖産興業などの美名のもとに
推し進められた。旧い政治システム、社会構造が
ことごとく破壊されていく。新たに権力を持った
人たちは、廃藩置県により分権から集権構造への
切り替えを断行し、廃刀令および秩禄処分により
欧米の知識層となるべき存在であった武士階級を
解体した。地域共同体の名士や実力者を巧みにと
りこみ中央からの直接支配に切り替える。そのと
き地域共同体は小さな村落共同体にいたるまで否
定・解体の対象であった。そのようにして中央の
指令がよどみなく地方の隅々まで伝達されるよう
になったのである。警察組織が強化され集権的強
権的国家づくりが進められる。彼らは人心を操
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り、村落共同体意識を天皇を頂点とする国家共同
体意識にすり替えることに成功する。集権化の途
はいつのまにか全体主義の軍事国家に収斂し、他
国への侵略にしか未来を描くことができなかった
のである。人々は軍部の暴走を抑えることはでき
なかった。マスコミは権力に迎合する。そして国
は崩壊した。維新以降の資本主義の浸透は地域に
疲弊をもたらし、地域の人々の一部は移民により
半ば強制的に居所を移動させられることにもなっ
た。地域共同体は衰微し地域経済は疲弊した。
　1945年日本は連合国に敗れる。戦後は米国占
領軍（GHQ）により日本の封建的・全体主義的
制度を払拭すべく民主化・自由化政策が進められ
る。憲法を変え農地改革を行い財閥解体が行われ
る。しかし国家総動員法で強化された中央集権的
官僚体制（1940年体制と呼ばれる）はそのままに、
新しいくにづくりが始められたのである。日本は
米国の庇護の下奇跡の復興をとげる。民間の企業
家は、そこに活躍の場を見出し大企業に成長する。
1980年代には世界市場を席巻する製造業大国と
なる。その間日本の農業政策はドイツのような国
土保全政策への転換は行われなかった。兼業農家
となった大票田たる地域の人々に対する補助金の
継続という再配分構造にはメスが入らなかった。
　一方、二次産業分野では、地域は、中央指令の
全体計画（全国総合開発計画）により新産業政策
のパーツを担うことにはなるが、自主性はなく他
力本願の中、時代の流れに翻弄される。そして今、
救いがたい疲弊の時代に直面しているとしかいい
ようがない。しかもこの間、維新以降一貫して、
地域の優秀な人材は中央に吸い寄せられていたの
である。
　米国が端緒を開き官僚主導で行われてきた民主
的といわれる地方政治制度も曲がり角に来てい
る。地域には経営力のあるリーダが求められ、新
しいガバナンスの仕組みが期待されている。短期
的で場当たり的でポピュリスト的な問題の解決で
はなく地域の将来を展望できる知見のある人たち
を巻き込んだ意思決定の仕組みが求められる。
　米国カリフォルニア州の州都サクラメントに近

いデービス（人口 5万人）は、街づくりの専門家
が市長になったこともある伝統の地である。長期
展望をたて、地域市民が具体的な計画を作ってい
く。この街は午後 7時から車の渋滞が始まる。地
域市民が夕食を済ませた後、様々な街づくりの委
員会に参加するからである。米国の小都市（week 
mayor system）ではドイツと同様議員は名誉職
で無給、議会は夜行われ市長も非常勤、無給であ
る。
　もちろん日本でも地域に名君が登場し、名主や
庄屋（村長）と呼ばれるリーダが地域を救ったと
いう話はあまたの地域で語りつがれている。地域
共同体は歴史の表舞台にはあまり登場しないが、
賢くサステイナブルに生き延びてきたのではない
か。日本の地域もイタリアやドイツのように自主
自発の精神に満ち、豊かな地域共同体をつくって
いたのではないか。下河辺、金子、松岡は長野県
野沢温泉村でそれを実証してみせた。ボランタリー
経済の存在である。
　君たちが生きている今は、日本が人口減少・少
子高齢社会へと転じ、世界を制覇した製造業モデ
ルもその源泉たる終身雇用で年功序列の雇用シス
テムも機能しなくなっている。日本人が得意とし
た従来のやり方では時代が求めるモノやサービス
は生み出さない。今、私たちは働き方自体が問わ
れている。新しいライフスタイルへの切り替えが
必要なのではないか。そのライフスタイルは、「ま
ず、国があって会社があってではなく、まず自分
がいて自分の人生を考える。その人生を送るため
の生活空間はどうあるべきかを考える」、そのよ
うな人間的なものでなければならない。そのよう
に自分の視点から考えること、自分からの発想を
持つことが必要ではなかろうか。そのようなもの
の考え方を背景に、制度の再設計が実行されると
すれば、有能な日本人はそれぞれが工夫を凝らし
て独自の生活空間を創り上げるのであろう。再び
江戸時代のように地域独自の文化を花咲かせるこ
とができるのではなかろうか。
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３、補完性の原理という欧米の伝統―
地域分権はグローバルスタンダー
ド―

　補完性の原理とは、個の自立から発し個の努力
と創意を伴う人格の不可侵性を保証するもので、
個にできないときに初めてその実現を共同体に委
ねることができるとし、さらには上位の共同体で
もできない時に初めて公権力（地域財政主体）が
登場するとしたものである（私的領域と公的領
域を区別する水平的補完原理）。そして共同体と
公権力、国家との関係性についても下位のレベル
の取引が優先されるとする地方分権・連邦制の基
本的なルールを提示している（垂直的補完性の原
理）。いずれにせよ、このようにして、欧米の人
たちは個の人格がそれぞれ最大限に発揮できるよ
うな連帯的結合や調和的秩序が実現する歴史をつ
くってきた。そして、その状況を共通善とするよ
うな共通認識を持つ伝統が彼らには育まれている
のである。キャリアデザインは自立に始まり人々
との関係性の中で幸福を探し出すことである。補
完性の原理に極めて親和性がある。
　この考え方は、ドイツの連邦主義の源泉だとい
われ、1985年ヨーロッパの自治憲章に謳われて
いる。そして、EU 創設の基礎をつくったマース
トリヒト条約の前文にも盛り込まれ、さらには
OECDも街づくりの原則として取り上げているも
のである。その概念はアリストテレスに遡るとさ
れ、ギリシャ・ローマの伝統の中で培われ、1931
年全体主義の高揚に危惧を懐いたローマ教皇ピウ
ス 11世が回勅の中で社会哲学のもっとも重要な
原理として定式化したものだといわれる。
　補完性の原理は、個の自立と地域の自治に深く
係わり、それはとりもなおさず個の人生について
深くかかわるものだと言える。欧米人が基本とす
る個の自律と個の自由、そして個の能力が発揮で
きるような人々の連帯的結合、そして生きる空間
に必要な秩序という舞台装置をつくっているので
はと思う。
　既述のローマ教皇ピウス 11世の回勅を紹介し

ておきたい。彼は国家に対する人格の自由保証原
理として同時に、社会の段階的秩序の中における
下位の共同体の自由保証原理として位置づけ、多
様性をもちながら統一した秩序が維持されるもの
とした。曰く「・・・個々の人間が自らの努力と
創意によって成し遂げられることを彼らから奪い
取って共同体に委託することが許されないと同様
に、より小さく、より下位の諸共同体が実施、遂
行できることを、より大きい、より高次の社会に
委譲するのは不正であると同時に、正しい社会秩
序に対する重大損害かつ混乱行為である。けだし
社会のあらゆる活動は、その権限と本性ゆえに、
社会体の成員たちに補助を提供せねばならず、彼
らを破壊し吸収するようなことは決してあっては
ならないからである。したがって国家の最高権力
は、もし自ら関わっていると本来の任務への精力
集中を著しく妨げるような副次的業務、問題の処
理を、より下位の諸グループに任せるべきであ
り、・・・・・・。・・・・この補完義務の原理を
守ることによって、多様な諸集団の間の段階的秩
序がより一層強化されれば、社会組織の権威と効
率は一層秀で、国家政体は一層幸福かつ豊かにな
る、ということである」1）。
　また、個と社会との関係について敷衍すると、
まず自立的な人格の尊重に照応する自己責任を基
本に据え、そして、事態への対処が個人の能力を
超えるときには、連帯して助け合う互助組織で臨
み、それでも解決不可能な事態についてのみ公権
力（地域財政主体）が登場する。連邦共和国であ
るドイツの場合でいうと連邦・州・自治体からな
る地域財政主体の内部にあっても、より下位のレ
ベルの取り組みを優先させることになる 2）。
　参考までに、欧州地方自治憲章四条 3項を記載
しておく。「公的な責務は、一般に、市民に最も身
近な地方自治体が優先的に遂行する。他の団体へ
の責務の配分は、任務の範囲と性質および能率と
経済の要請を考慮して行わなければならない」3）。
　なお、補完性原理については、欧米でも日本で
も政治情勢により様々な解釈がなされた時期も
あったが、基本的には社会秩序の在り方として
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営々として継承されてきた普遍性のある考え方で
あると私は理解している。

４、ライフスタイルの変革が求められ
る―過重な労働時間からの解放―

　よい学校に入りよい会社に入り終身雇用で安心
安定の生活を保障しようとした従来の社会システ
ムは崩壊しつつあるといわれる。雇用システムの
流動化を図り、一極集中の都市構造にメスを入れ、
多様な人生を送れるようなシステムの再設計をし
ないとこの国はおかしくなる。ドイツの今の繁栄
は、2006年のシュレーダー社会民主党政権下の
改革によるところが大きい。
　日本人は戦後、大都市という極めて効率性の高
い空間に押し込まれ、大企業に職を得、組織に忠
誠を尽くすワーカホリックな会社人間となること
に疑念を持たず、懸命に働いてきた。そして欧米
の人たちからはエコノミックアニマルと呼ばれ、
豊かになっても住んでいるところはウサギ小屋と
揶揄された。大都会で人間疎外を感じつつ自分の
時間を犠牲にして働く。そのようなライフスタイ
ルは変えないといけない。日本人の美徳である素
直で従順でまじめで勤勉であることを活かすとこ
ろは大都会の大企業だけではない。自然豊かな地
方の都市で十分可能になった。人と人との関係性
の中で自己実現していくという生き方は地域のコ
ミュニティに所属する方が容易である。今の若い
人たちは恵まれている。欲しいものは何でも手に
入る。オタクではなくリア充という生き方、その
ような生き方で心が満たされるのだろうか。真剣
に自分に向き合ってマズローの示唆した自己実現
を求めて生きていくことが大切なのではないか。
　江戸という時代の日本人は地域分権制度の中で
生きてきた。豊かな自然の中で共同体をつくり仕
事が与えられ家庭をつくった。それは自然の摂理
に則った生き方ではなかったか。今の大都会東京
では家族を持って子供を産んで子孫を残す人間と
しての当たり前の生活を送ることが難しくなって
いる。

　将来を担うべき子育て世代には、劣悪な職務環
境が重くのしかかる。ドイツでは厳格に守られる
労働時間（5時帰宅）や職住近接（20分通勤）と
いう生活は、日本人にとっては夢のまた夢である。
人生のうち十年近くを通勤で過ごす。そのような
計算もされている。豊かさは人々に時間が与えら
れていることが前提だ。働くために生きるのでは
ない。
　ホメオスタシスという言葉がある。拙著『キャ
リアデザインという自己変革・社会変革』に詳し
く書いたので簡単に説明するが、自然の摂理と言
い替えてよいかもしれない。生物の生体の内部や
外部の環境因子の変化に拘わらず生体の状態を一
定に保つように内蔵されている仕組みのことをい
う。それがあるので人間は想像力を発揮し、それ
が集団の創造性につながる。地域コミュニティに
もそのような装置が内蔵されているといわれる。
個がばらばらで浮遊する混乱状態、つまりアノ
ミー的状況にならずに、無秩序に陥ることがない
ように本来地域は有機的に連携して機能しようと
するはずである。巨大都市東京はブラックホール
化しているという。人々は吸い込まれて最終的に
は子孫を残す仕組みをつくることができず消えて
いく。ホメオスタシスではない社会をつくりあげ
ているようである。豊かな人間関係の中で人間の
再生産が実現できるような仕組みを構築しないと
いけない。私たちが今求めるイノベーションもそ
のような、感性豊かなところに生まれるのである。
　そして、サステイナブルという言葉がある。こ
れも拙著『サステイナブルコミュニティ』に詳し
い。持続可能という意味である。人間が子々孫々
継承されるように、地域社会的にも、地球環境的
にもサステイナブルでなければいけないというこ
とである。もちろん国家もそうでなければいけな
い。地域創生の基本軸は、サステイナビリティに
ある。広井良典が定常社会を構想し、セルジュ・
ラトゥーシュが成長なき社会発展を主張してい
る。傾聴に値する。人類は地球に対し矜持を示す
必要があるのである。
　大都市東京のサステイナビリティは極めて脆弱
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である。エネルギーも食料も水も圏外から調達し
ている。供給システムも電子化され複雑化し、リ
スクが増大している。一旦、ことが起きると機能
麻痺に陥る。サステイナビリティを維持するため
には尋常な規模の投資では間に合わない。
　一方、地方の都市は食料・水は近くにあり、エ
ネルギーも自給の可能性も高い。またリスクに対
しても危機管理体制が組みやすく、都市の規模に
もよるが、地域の共同体には団結力や組織力が備
わっているケースが多い。大都市に比べてサステ
イナビリティは高いのである。しかも近年、地域
には生活・交通などインフラが整いネット時代の
中で生活の利便性が格段に向上し交通手段の整備
も進んでいる。
　また、ライススタイルの基本にある働き方が変
わってきたのではないか。価値観の多様化の中で
終身雇用で年功序列（メンバーシップ型雇用）で
という生き方自体が若い人たちの間で必ずしも支
持されていない。そもそも人間は少人数で働くこ
とに妙味がある。大組織の歯車になることは好ま
ない。ドイツでもイタリアでも中小経営が基本
である。米国の人々は、世界の巨大企業を生み出
しながらスモールプレーヤの国であると自負して
いる。個人企業・中小企業・ベンチャー企業も多
く、大企業で働いていても一匹オオカミ的働き方
をしていて、労働の流動性が高い。雇用システム
の基本はジョブ型である。グローバル化や IT 化
が進む中で、如何にして働きやすいジョブ型の雇
用システムを設計できるかが君たちの時代の課題
ではないか。終身雇用にいつまでもしがみつくの
ではなく、自分の能力を磨き活かす場所が多様に
用意されている仕組みを希求すべきだ。米国では
昨今フリーランサー的な働き方が急増していると
聞く。ダニエル・ピンクの言う free agentである。
雇われない働き方が現実のものになりつつある。
因みに地方での働き方は昔からジョブ型で雇用の
流動性は一般に高い。また、日本も戦前はジョブ
型社会だった。
　己の犠牲をいとわず大都会に集まり集団のため
組織のために忠勤に励んだ日本人に染みついて

しまったライフスタイルは変えないといけない。
1980年代は個々人の生活スタイルが貧しくても一
人当たりGDP が世界トップレベルであったこと
で人心を繋ぎとめていた。しかし、今は大借金国
となり個人の所得もシンガポール・香港に抜かれ
イタリアとほぼ同レベル。韓国が後に迫りつつあ
る。しかも人口減少時代に突入した。余程の改革
を断行しない限りGDPは漸減する。
　昔の働き方や社会のありようは成功モデルでは
なくなった。だからこそ、君たち若者は人間とし
ての豊かなライフスタイルとは何か、そのための
社会のシステムはどうあるべきか、どこに住みど
のような雇用形態で仕事をするかなど、真剣に考
えなければいけない。

５、QOL という考え方―日本人の生活
文化の回復―

　日本人の時間感覚は欧米人とは違うのではと思
う。近代という時代は人間に時間概念、時間の自
覚を促した。欧米人の時間は直線に伸びていて人
生はその線分を構成していると彼らは考えている
のではないか。長い時間のスパンのなかで人生を
どうつくるのかを考えているように思える。その
中でいかに幸せに生きるかということである。ド
イツ人は仕事・家庭・地域を 3本柱にして人生を
組んでいるといった。日本人は昔から「今、ここ」
という時間認識で生きていると加藤周一は指摘し
ているが、私も刹那的に生きる人たちが多いよう
な気がしている。忙しくて今しか考えられない。
せいぜい土日、せいぜい次の休暇をスパンに入れ
るのが精一杯。結婚も出産も人生のイベントとし
て消化されてしまう。
　欧米人とまちづくりについて議論するときによ
く指摘される言葉がある。QOL（quality of life）
である。ライフには三つの意味がある。生活であ
り、命であり、人生である。一般には生活の質と
訳されている。地域の次元で考えると現代の人々
が満足できる生活インフラを確保しなければいけ
ないということだ。ドイツも米国も仕事よりも生
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活の質が優先される。企業立地も生活の質が最優
先である。そうしないと人材が集まらない。都市
社会学者リチャード・フロリダの説に従えば創造
的な人ほど QOL にこだわり、従って、彼らが集
いたいと思うような環境づくりが地域の繁栄に直
結するのである。
　二つ目の命の質は、地域においては医療サービ
スであり、とりもなおさず大病院の有無につなが
るのであろう。これは規模の経済が求められる。
ある程度の人口規模がないといけないということ
だ。人口 10万程度でそれが実現しているところ
もある。
　三つ目の人生の質については、主観の問題に立
ち入るが、人間として豊かな人生をどう考えるか
だ。時間時間を大切にし、時代時代を有意義に送
れるかということだ。
　「人が生れ、育てられ、教育を受けまた授け、
働き、愛し、旅をし、病み、死んで葬られるまで
の生活全体、そのありよう、死を含む生の様式」、
NHK のドイツ語講師でありドイツの日本文化会
館の館長を務めた小塩節はこれを生活文化と呼ん
だ。先祖から受け継いだ生活文化を継承しながら
自分の人生を自分で思考しどのように組み立てる
か。死生観を伴い共有するものでないといけない
のであろうし、医療・介護・ケア・継承なども包
含されるべき問題だ。今の若い人たちはこのよう
な生き方を考えているのだろうか。昔の日本人と
比べるとハンディを負っていると思う。先人が日
本の各地で創り上げた生活文化が消失しつつある
からである。もう一度それを掘り起こし、そこ
に今新しい生活文化を創造しないといけない。も
ちろん海に山に海外に国内にモビリティの高い
ライフスタイルもありうるだろう。若い人たちが
QOL を真剣に考え始めれば、そのための教育・
教養を積めば、社会に変革が起きる。自分の居場
所である地域を強く意識したライフスタイルへの
近代的回帰（新しい中世）となってほしい。
　ネット社会が進行し人と人とのコミュニケー
ションが安価にできる時代になった。交通手段も
進化した。昔とは違う人生が構想できる。しか

し日本は移動コストが極端に高い。JR、航空機、
高速道路の料金を低廉化する努力がなされていな
い。ドイツのアウトバーンは無料であり、欧州も
米国も LLC が網の目のように張り巡らされてい
る。米国はどこまで行ってもフリーウエイであり
米国大陸は東西航空機で 5時間余かかるがその料
金は東京福岡とほぼ同額である。未来の都市国家
とでもいうべきシンガポールの公共交通政策を見
習うべきであろう。低廉性と利便性において理想
的である。シンガポールは東京 23区と同じ面積
に緑豊かな（国土の 30%）未来都市国家をつく
りあげた。日本は巨大都市を含め地域社会と地域
社会との交流を意識した制度の再設計が必要だ。
　豊かな社会にはなった。多様な価値観で多様な
生き方ができる。選択肢の多さが豊かさの象徴で
ある。多様な人生を過ごすための多様な QOL に
配慮された地域が用意されていてよいのであろ
う。その受け皿として地方の都市は機能しなけれ
ばいけない。

６、QOC（コミュニティの質）とは何
か―当事者意識と地域社会―

　そうしてもう一つ忘れてはいけないのは QOC
（quality of community）である。コミュニティ
の質、個々人の関係性の質である。コミュニティ
には、地域コミュニティにとどまらず、地方公共
団体という組織、その他の諸々の集団であり個々
人が所属する組織・企業・NPO、そして緩やか
な出入り自由なサークルも含まれる。
　まず第一に、小さな規模の街では、人々は様々
なコミュニティに参加しやすいことを言っておき
たい。様々なコミュニティをつくり参加して人生
をつくる。それは個人の幅を広げ人生の幅を広げ
ると考える。
　つぎに、欧米人は群れることを嫌い、徒党を組
むことを是としない。リーダーシップは渇望する
が、ボスは必要ではないということだ。コミュニ
ティではみんなが対等である。お互いがお互いを
拘束するものではない。大企業や NPO のように
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目的を持つ組織は指揮命令系統があり、ピラミッ
ド型の仕組みを作るが、それが私生活を拘束する
ようなものであってはならない。
　国と個人の間に存在する集団や組織を政治学で
は中間団体と呼び、それが個人に対し抑制的であ
るかどうかということが議論になる。日本では国
を含め様々な団体が個に対し抑圧的に機能したこ
とがあった。君たちがつくるコミュニティではそ
のような抑圧的な関係や誰かを排除し孤立させる
ような関係をつくってはいけない。
　さらに、その人々のつくるコミュニティの価値
の問題がある。ソーシャルキャピタル（社会関係
資本）という言葉がある。人々の集まりが１プラ
ス１が２ではなくて２以上になる力を持つことが
ある。集団としての価値が高いということである。
今の時代は創造につながるような発想転換ができ
ること、感性豊かな発想で新しいプロジェクトを
構想するデザイン思考が求められる。ソーシャル
キャピタル的には個々人が相互に監視するのでは
なく、あるいは、組織が実体化（法人実在説）し
て個人を抑圧するのではなく、人々が緩やかな結
合と呼ばれる関係（weak tie）を築きながら、そ
れぞれが切磋琢磨して自由に創造活動を行う、つ
まりは共創が生れるような集団であってほしい。
　もう一つ重要な点は、人々が街づくりや地域
づくりとどのような関係性を持つかという点で
ある。社会参加の問題である。NIMBY（not in 
my backyard）という言葉がある。自分に関係
がないことには無関心という意味である。人が人
との関係性において生きていく限り何らかの関
係を持たざるを得ない。社会的人間であるから
である。確かに、維新以降集権化の流れの中で
人々の自主自発的な地域を想う心が失われ他人任
せ、とりわけ大都会ではいかに有能な知識人で
も地域との関係では受け身となり、逆に地方で
は人々は行政依存体質に変わってしまった。今
若い人たちが自覚すべきことは、巻き込まれる
こと（get involved）、そして自ら参加すること

（participate）、そうして関与すること / 責任を持
つこと（engaged）である。それは地域の市民の

義務といってよい。
　このようにして街づくりをみんなで担うのであ
る。権力やカリスマをつくりあげてそれに唯々
諾々と従ったりおもねったりして生きるのではな
く、誰が偉い偉くないのではなくて、みんなで議
論を重ねることが大切である。民主主義の理想と
して熟議という言葉があるが、このようなことを
いうのであろう。

７、大都会の原理と地域コミュニティの
原理―地域社会・地域経済の観察―

　ここでは、近代の推進役となった大都会の原理
とドイツ、イタリアに残る人間らしい生活を可能
にしている小さな地域都市のそれとの比較を試み
る。もちろん日本にもドイツ、イタリアのような
都市は存在する。
1, 市場でなく互酬
　近代という時代は個人が共同体から剥離され

（個人化）、お互いの顔が見えない世界をつくりだ
した。しかし、日本の地域がすべからくそうなっ
たとは思えない。人間社会の基本は、市場的な関
係でなく、ポラニーのいう互酬（互恵・相互扶助）
社会であり、その伝統が地域社会に色濃く残って
いるように思える。人間関係がウエッブ（蜘蛛の
巣）状に展開し、そこに信頼のネットワークがで
きているのではないか。経済学的には市場経済の
進化したステージをネットワーク経済と呼ぶこと
がある。そして、ICT が普及した現在、地域に
おいてはフェーストゥフェースのコミュニケー
ションに加えて ICT を用いることにより深化し
た信頼のネットワークが形成される可能性も高
い。少なくとも、地域では地域外とのコミュニケー
ションの利便性は昔に比べると格段に向上してい
る。

2, 共同経済意識
　地域経済は一見ではなく顔の見える長期の関係
性やお互いの信用・信頼をベースに取引が行われ
ると理解した方がよい。資本主義の特徴の一つは
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私的所有権だが、地域では潜在的に会社や組織は
みんなで所有していると思っているところもあ
る。東京の資本市場に会社をデビューさせること
などは考えていないのではないか。契約ではなく
て信頼関係が優先するという会社もある。自由放
任ではない。社会主義を行っているわけでもない。
地域なりの交換経済を共同経済の上に走らせてい
るように見える。
　産業面では、就業人口の大宗が農業と域内の生
活密着型のサービスが中心である。地域に密着し
地域で業務密度を高めることに優位性がある。こ
の密度の経済性が機能するところでは中央資本に
対し負けることはない。ただし、独占を防止する
必要があるし業態としても相応の多様性が求めら
れる。また、サービス産業の生産性の向上は難し
いので、自治体による介入や制度設計が必要とな
る 4）。
　金融については域内循環をさせる機能が必要
だ。地産地消であり地場金融である。金融機関が
企業モニタリングの機能を果たす。地方公共団体
が域内資金循環のための保証業務を行うこともあ
りうるだろう。いずれにせよ、企業に対するガバ
ナンスは「顔の見える」世界ということが武器に
なりよく機能すると考えられる。

3, 域際収支
　重大な問題は地域の経済的自立である。ジェイ
ン・ジェイコブスのいう域際収支を黒字にしなけ
ればいけない。地域創生の基本は経済的自立であ
る。そのためには、どうしても企業家的人材を地
域で生み出さないといけない。企業誘致ではない。
支店経済でもない。内発的な経済発展が必要であ
る。この部分はグローバルな企業や企業群を育て
ないといけない。産業の拠点の創出である。
　これは日本人的には難しい。しかし他に方法は
ない。地域で生きる人々が知恵を絞って行動に移
すしかない。試行錯誤を繰り返すしかないのであ
ろう。人々の持つ自立意識やホメオスタティック
な地域認識が人を動かすことになるのであろう。
この努力は尋常ではないが始めないといけない。

拠点性を持った企業群を生み出すことができれ
ば、自ずと他地域との連携を始める。拠点と拠点
がつながる。そのような経済発展が行われていく
ことになる。その拠点が QOC で優れたものにな
れば創造的人材が集まるところになりさらなる発
展が期待される。

4, ドイツ型経済社会経営
　日本の地域社会には、地域に根ざした伝統や価
値観に根ざした秩序がまずあって、そこに市場的
交換が持ち込まれている。ドイツの秩序自由主義

（オルド自由主義）が経済の底流にあるのではな
いか。
　秩序自由主義とは生身の人間とその社会（地域
社会）を中核にすえて、人間の節度や生活の安定
など、社会に人間に係わる様々な要素があること
を大前提にして、決して社会主義に陥ることな
く、決して自由放任ではなく反独占で、秩序をみ
んなで構築し、その上に自由主義を走らせるとい
うものだ。地方政府の政策は助成政策ではなく時
代への適合奨励政策が優先されるのであろう。そ
こでは、決して大企業ではなく、農業・手工業を
含め中小のユニットをつくって働く人々が主役で
ある。それがドイツの地域経済における自由な競
争であるようだ。また、日本の地域社会はドイツ
の組織や集団に適用される次の 3原則が当てはま
るように思える。
　3原則とは、セルフガバナンス（自分たちの事
は自分たちで決めて実行、分権ということ）、そ
して、既述の補完性の原理と共同経済（個人利益
を認めるが共同利益志向）的運営である。ドイツ
ではゲマインシャフト（共同体）とゲゼルシャフ
ト（利益共同体）という言葉をよく使う。その中
間的なゲノッセンシャフト的な経済取引を行いな
がら自主自立の活発な政治経済活動を行うべきな
のだろう。小さな規模の都市を考えるときこの 3
原則がしっくりするのである。
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８、地域の規模―コミュニティ性と経
済性の相克―

　日本人は気が付いていないが、実は世界の最先
端を走るシリコンバレーも EU を牽引するドイツ
連邦共和国も自立する小さな地域コミュニティの
連合体であるということである。イタリアは米国
文化に嫌悪感を懐き、スローライフ運動を始めて
いる。イタリアの 15の大都市（人口 10万以上の
都市は最大のローマ：274万人、最小のカリアリ：
16万人、計 15都市、2009年現在）の全人口に対
する比率は 16％である。そして今人口 2、3万の
都市の人口が増えていると聞いている。
　人間が人間らしく生きているところにこそ、エ
ネルギーが蓄えられ改革が起きるのではないか。
欧米の都市には、人間が人間らしく生きるための
地域コミュニティの仕組みが内蔵されている。地
域の規模を考える場合、都市の経済性とコミュニ
ティ性との相反関係の中に解を見つけないといけ
ない。コミュニティ性は地方創生の議論に欠落す
る重大な問題である。人々の自主自発の精神に火
がつく規模を設定しなければいけないのではない
か。分権制度の下で、都市の適正な規模はいかほ
どのものか。
　ドイツ、イタリアをみているとその規模は 10
万でも大きすぎるのではないかと思われる。10
万を超えるとコミュニティ的な意思決定ができな
くなる。そもそも街づくりは自主的に行われるも
のであるし、参加意思の湧く規模の街でないとい
けない。議論してみんなが納得して決める。こ
れをコミュニタリアン的合意と呼ぶ。大上段に構
えて政党に分かれて意思決定をするようなもので
はない。個別の事案について議論を重ねることが
重要である。大都会のような何百万何千万の人々
の合意をえるための自由主義的なプロセスは不要
だ。専門的に言うとコミュニタリアン的合意形成
と功利主義的合意形成のプロセスの組み合わせで
機能するのがギリギリ 10万程度なのかも知れな
い。ドイツの事例をみていてそう思う。地域では
大都会と違って共同利益意識が強く、共同所有的

な意識もその背景にはあるようである。経済の合
理性は優先しないが地域なりの合理性で動いてい
る。短期的ではなく長期的あるいは超長期的な合
理性が働いているのかもしれない。

９、地域創生が叫ばれる時代のキャリ
アデザイン―二つの選択肢、回転
ドアキャリアとギビングバック
キャリアの提案―

　本節では、日本人にライフスタイルの変更が可
能であるという前提に立って、二つのキャリアの
選択肢を提示してみたい。前提条件は、一つは日
本社会の中央集権というフレームワークが今、事
実上変わらざるをえない状況の中であること、二
つ目には既述の通り君たち若者はグローバルな企
業で生きる可能性が高いということ、そして一方
で人間としてローカルに人間らしく生きることに
強い関心が向きつつあるということ、最後に、小
さな都市は人間関係が豊かで多層化し一旦コミュ
ニティの中に入れば自己実現の途が開かれる機会
に恵まれていることなどである。キャリア論的に
いくつかの理論を紹介した上で、自論の説明を試
みたい。

（1）労働市場の変化とサブジェクティブキャリア
　時代の変化が激しい。大企業が安泰でない、仕
事の中身が変化する、新しい職種が生れる、フ
リーランス的職業も可能になりつつある、など、
終身雇用・年功序列で同じ組織で働くことを前提
としたリニアなキャリアは時代遅れとなった。ノ
ンリニアキャリア、バウンダリーレスキャリア
やプロテアンキャリアなど新しいタイプのキャ
リアが提唱されて久しい。と同時に、キャリア
は、企業の人事部にあるのではなく、世間体で決
める（objective career）ものでもない。キャリア
は、君たち自身の手の中にある、自分の主観の中
にある（subjective career）時代になってきてい
る。他者により評価され、それを本人も強くは意
識しているが、従来にくらべはるかに主体的に主
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観的に決めていくことが強く求められているよう
になっている。キャリアデザインの時代になって
いるということである。みんなが自己実現したい
と考えているのである。

（2）知識社会の本格化とインテリジェント
キャリア、そして回転ドアキャリア

　知識社会が本格化している。モノに価値がある
のでなく、それに付随する事柄、それが提供する
サービスに価値がある時代が到来して久しい。そ
れはモノ支配論理からサービス支配論理への転換
といわれ、商品開発の手法が変わった。従来とは
異なるイノベーティブな（革新的な）やり方が必
須になり、日本人のお家芸の集団組織内での知識
創造では収益が上がらない。消費者のウォンツに
柔軟に的確に応えるモノやサービスを提供しない
といけない。感性・五感・デザイン性などが求め
られる。デザイン思考である。サービス支配論理
に従って付加価値の高いものを生み出すことので
きる人々、およびその人たちに関連する仕事をす
る人々へのニーズが高まっている。彼らは、自分
を見つめ自分の生き方を常に問いかけ問い直し

（know-why）、組織内にととどまらず広くネット
ワークを持つことに心がけ（know-whom）、そし
て情勢変化に敏感に対応して新しい働き場所を見
つけたり、今の専門性を柔軟に修正しながら新し
い働き方・職種・専門性を身に着ける（know-how）、
そのような意識の強い人々であるという。インテ
リジェントキャリアと呼ばれるものである。
　シリコンバレーは国内外からの移住者が 7割を
占める多文化共生社会である。そのような歴史的
な経緯の中で組織もコミュニティもその垣根が低
い。彼らはその間を行き来する。組織のドアは閉
まっているが開けることができる。回転ドアのよ
うに押せば入ることができる。退出も出戻りも自
由である。自発性がドアを押す勇気を与え、新天
地の新しい空気が個人をインスパイアする。多彩
な人間関係が形成され専門性が磨かれる機会が増
える。彼らは回転ドアを押すことの重要性を知っ
ている。日本でも同じような状況が訪れつつある。

とりわけ日本人にはドアを押す勇気と決断力が必
要だ。知識経済の中を雄々しく生きるための日本
人にとってのキャリア意識のことを回転ドアキャ
リア（revolving-door career）と称したい。
　ポータブルなナレッジを携行して組織の境界を
越えて働くバウンダリーレスキャリアという概念
もシリコンバレーで生み出された。スタンフォー
ド大学の心理学者クランボルツはその文化を捉
え、計画的偶発性というキャリア形成のための心
の持ち様を提示している。常に好奇心をもち柔軟
で困難にめげず趣旨一貫していて楽観的でリスク
をとるべき時にはリスクをとることが大切だとし
た。回転ドアキャリアにつながる心の持ち様であ
る。

（3）分権化された地域社会とギビングバッ
クキャリア

　世界の先進国はすべからく（フランスが少し違
うが）地域分権的社会と考えてよい。君たちも自
主自発性の高い地域コミュニティで生活をしてみ
たいと考える人が増えるであろう。ライフスタイ
ルは変わり、ドイツ人が口にするような仕事・家
庭・地域の三つが生活の基本になるのであろう。
地域に属し地域の人々の協力の中で生計を立て
る。小さな都市のコミュニティで生きるというこ
とは、家庭、近所、学校、地域コミュニティ、そ
して職場など複数の多様なコミュニティとの付き
合いの中で人生を考えることになる。一般に地域
コミュニティでの付き合いはその密度が高く、大
都会よりは、あるいは会社人間となった日本人に
比べ、多くの人から刺激を受け教えられ、職も紹
介されると同時に、自分の役割も見えてくること
が多いといわれる。また自分で何かをしようとす
るとき地域の人々に支えられ協力をもらい、仕事
を始めることになり、起業することも射程内とな
る。メンターやエンジェルが現れ、様々な人間関
係の中で成功に導かれることも多い。人々は本能
的に地域にギビングバック（恩返し）をしたいと
考えてしまうようである。シリコンバレーの成功
者に会うたびに“giving back to the community”
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という言葉を聞かされた。地域の人々の信頼のウ
エッブに支えられる自分がいて、そして成果をあ
げることができた。みんなに対し恩返しをしたい
気持ちになるのであろう。近代という時代に技術
先端の地においてさえポラニーのいう互酬の精神
が人間関係の基本にあるようだ。このような互酬
性を強く意識したキャリアの形成を私はギビング
バックキャリアと称したい。
　成功者は地域に恩返しをする。そして彼らは
それを明確な形であらわす。エンジェル投資家、
NPO の役員、財団組成、地域で様々な役割を担
うことになるのであろう。シリコンバレーの多く
のNPOには寄付が集まる。寄付運用のためのファ
ンド（community foundation）の仕組みも研究
され、そこにも多額の寄付が集まっている。シリ
コンバレーにはギビングバックキャリアが存在し
ている。恩返しの気持と金額の多寡とは関係はな
い。日本でも多くのギビングバックキャリアの実
践者がいる。

　君たちは知識経済を生きることになる。新しい
イノベーションを生み出さないといけない。従っ
てインテリジェントキャリアを実践すべきであろ
う。その社会はこれまでの日本的な会社社会とは
異なる。君たちには勇気と決断力が必要となるだ
ろう。そのために私は回転ドアキャリアを提唱
した。強い自分と強い意志をもって行動してほ
しい。他方、君たちは人間が人間らしく生きるこ
とにも目覚め始めている。会社ではなくローカル
なコミュニティも大切にし始めている。多様なコ
ミュニティに属し、様々な人間模様の中で、職を
得、事業を行うことにもなるのであろう。恩を返
したい気持ちにもかられる機会もあるであろう。
コミュニティの仕事を買って出ることもあるので
あろう。それは NPO の役員になることかもしれ
ないし、議員になることかもしれない。いろいろ
な人間関係の中で発生する仕事を引き受けないと
いけない。退職後に、もちろん退職前でも、純粋
に事業性のある NPO や社会企業を起こすことも
予想される。いろいろな選択肢の中で、ギビング

バックキャリアを生きていくことになるのではな
いかと思う。

		  注
1）「欧州連合における「補完性原理」―マーストリ

ヒト条約下の議論を中心に―」『法学政治学論
究』1997/12　和達容子　1931 年ローマ教皇ピ
ウス 11 世『クアドラジェジモ・アンノ』

2）「ドイツの補完性原理と自治体行財政」山田誠、
『先進諸国の社会保障４　ドイツ』1999、東京
大学出版会　p50

3）ヨーロッパ地方自治憲章（1985 Oct 15th）「ヨー
ロッパ地方自治憲章・世界地方自治宣言の意
義」、法律時報 66 巻 12 号 p48

4）冨山和彦（2004）『なぜローカル経済から日本
は甦るのか』p150　PHP 新書
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KOKADO Hiroyuki

Personal Thoughts on “Career Studies and Career Design” ２
―Proposal of revolving-door careers and giving-back 
careers for Japanese young people in the knowledge 
economy and under the principle of subsidiarity―

　Japan faces a multitude of problems such 
as a huge national debt, a low birthrate, and 
a declining population, and a downturn in 
the Economy as well as the disappearance of 
regional small cities is forecasted.  It is said 
also that Tokyo is becoming a population 
black-hole.
　On the other hand, you Japanese young 
people are coming to recognize the need to 
change your lifestyle from that of a workaholic 
to one of self-realization. I would like to present 
to you some points to consider when you 
start a new life; the principle of subsidiarity, 
the drawbacks of an excessively centralized 
Japanese society, the need for a humane 
lifestyle (not becoming a company-first man 
and suffering from excessively long work 

hours), the meaning of QOL(quality of life) and 
QOC(quality of community), and the difference 
in economic and social principles between 
big cities like Tokyo (based on market 
relationships) and regional communities (based 
on reciprocal relationships). The subjective 
career and intelligent careers are strongly 
recommended in the knowledge economy. You 
might also focus on the humane life in a local 
city under the principle of subsidiarity with 
your family belonging to several communities.  
To lead a successful and satisfying life, I would 
propose that you consider embarking on a 
revolving-door career, that you be decisive and 
brave and pursue a giving-back career and 
enjoy reciprocal relationship societies.
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